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12 
月
9
日
横
須
賀
市
議
会
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、市
立
市
民
病
院
の
指
定
管
理

者
移
行
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
市
長
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
正
副
委
員
長
に
よ
る
と
、①
新
た
な
病

棟
の
閉
鎖
や
診
療
科
の
休
止
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
努
め
る
　
②
市

長
自
ら
情
報
発
信
に
努
め
る
　
③
基
本
的

労
働
条
件
な
ど
に
つ
い
て
職
員
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
る
と
の
3
点
の
申
し
入
れ
に

対
し
、市
長
は「
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
お

り
、全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
み
た
い
」と

答
弁
し
ま
し
た
。 

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て 

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て 

命を守る安心の医療確保へ ！ 命を守る安心の医療確保へ ！ 命を守る安心の医療確保へ ！ 

市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
移
行
問
題
に
つ
い
て 

　
安
心
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
、病
院
及
び

診
療
所
の
診
療
時
間
外
は
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

で
内
科
、小
児
科
、及
び
外
科
の
診
療
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、築
30
年
を
経
過
し
た
建
物
は
手
狭

で
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

が
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
い
な
ど
、指
定
管
理
者
で

あ
る
横
須
賀
市
医
師
会
は
移
転
建
て
替
え
の
計

画
を
前
蒲
谷
市
長
と
協
議
し
新
港
埠
頭
に
建
設

が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、吉
田
市
長
は
現
状
の

施
設
を
改
築
す
る
案
を
医
師
会
の
意
向
を
聞
か

な
い
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は「
セ
ン
タ
ー

の
診
療
は
夜
の
０
時
で
終
了
し
て
し
ま
う
た
め
、

そ
れ
以
降
に
病
気
に
な
る
と
朝
の
診
療
が
始
ま

る
ま
で
の
間
、苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。」と
あ

り
ま
す
が
、改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、セ

ン
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
後
は
各
診
療
科
の
輪
番
病

院
が
あ
り
、小
児
科
に
お
い
て
は
、う
わ
ま
ち
病

院
と
市
民
病
院
が
24
時
間
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ

て
お
り
、決
し
て
市
民
が
苦
し
ん
で
待
つ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
市
長
は
建
て
替
え
を
し
な
い
で
２
階
が
空
い

て
い
る
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し
、改
築
し
て

２
階
も
利
用
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
安
易
な
発
想

で
す
が
、一
般
外
来
が
複
数
階
に
分
か
れ
て
い
る

施
設
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、救
急
外
来
が
１

階
と
２
階
に
分
か
れ
て
い
る
施
設
は
県
内
を
探

し
て
も
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
看
護
師
が
自
分
の
担
当
す
る
科
だ
け
で
な
く
、

２
階
の
観
察
室
の
様
子
を
把
握
し
な
が
ら
手
の

足
り
な
い
科
を
臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
は
、ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
な
け
れ
ば
難
し
い
状

況
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
21 
年
度
第
4
回
定
例
本
会
議
や
民
生
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、安
心
な
医
療
体
制
の
構
築
の
た

め
に
、市
長
へ
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、今

後
の
市
長
、医
師
会
と
の
協
議
の
行
く
末
を
注
視

し
つ
つ
、本
来
の
計
画
で
あ
る
移
転
建
て
替
え
を

訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

平
成
22
年
4
月
よ
り
市
立
市
民
病
院
は
公
設

民
営
と
し
て「
社
団
法
人
　
地
域
医
療
振
興
協
会
」

に
そ
の
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、こ
こ
に
来
て
医
師
や
看
護
師
、医
療
従
事

者
の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。医
師
の
確

保
に
つ
い
て
は
、大
学
の
医
局
頼
み
の
状
況
で
あ

り
、特
に
全
国
的
に
少
な
い
と
言
わ
れ
る
呼
吸
器

科
の
医
師
が
い
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、市
民
病

院
で
は
現
在
、地
域
の
医
療
機
関
へ
患
者
を
逆
紹

介
す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
点
に
つ
い
て
、わ
が
公
明
党
市
議
団
が
市

長
に
見
解
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、「
協
会
と
協
議

中
で
あ
り
、患
者
や
市
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
」と
の
意
向
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、議
会
と
し
て
も
市
当
局
が
積
極
的
に

大
学
医
局
な
ど
へ
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
う
、さ

ら
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、看
護
師
に
お
い
て
は
、現
在
市
民
病
院

に
勤
務
す
る
看
護
師
2
4
0
名
へ
の
意
向
調
査

の
結
果
だ
と
、
引
き
続
き
病
院
に
残
る
人
数
は

1
5
0
人
前
後
、市
の
職
員
と
し
て
配
置
換
え
を

希
望
す
る
人
が
67
〜
68
人
、退
職
者
が
22
人
。医

療
技
術
職（
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
）も
70
名
中
40
名
ほ

ど
が
病
院
を
辞
め
る
意
志
を
示
し
て
お
り
、医
療

技
術
職
を
辞
め
、市
の
職
員
と
し
て
残
る
人
が
合

計
1
1
0
名
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。移
行
の
際

の
退
職
者
へ
の
配
慮
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

市
は
退
職
手
当
の
割
増
や
一
定
期
間
の
補
て
ん

を
組
合
と
交
渉
中
で
あ
り
、そ
の
後
の
推
移
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
来
年
4
月
か
ら
の
病
院
の
姿
が
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
が
、市
議
会
も
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、経
営
健
全
化
の
打
開
策
と
し
て
公
設
民
営

化
を
決
め
た
経
緯
が
あ
り
、西
地
区
の
基
幹
病
院

で
も
あ
る
市
民
病
院
の
医
療
の
質
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、第
4
回
定
例
会
本
会
議
や
民
生
常
任

委
員
会
で
多
数
の
議
員
か
ら
、市
長
の
姿
勢
を
正

す
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。 

指定管理者移行で 
       市長に申し入れ ！ 
指定管理者移行で 
       市長に申し入れ ！ 
指定管理者移行で 
       市長に申し入れ ！ 

■平日：20時から24時まで  ■土曜日：17 時から24時まで 
■日曜・休日：8時から24時まで   
■年末年始：12 月29日の16 時～1月４日の８時まで 

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を
視
察
す
る
公
明
党
市
議
団
 

　
昨
年
は
、
国
中
が
政
権
交
代
一
色

で
沸
い
た
一
年
で
し
た
。
こ
こ
横
須

賀
に
お
い
て
も
昨
年
の
6
月
の
市
長

選
で
前
蒲
谷
市
政
か
ら
吉
田
市
政
へ

と
、
か
じ
取
り
役
が
変
わ
り
半
年
が

た
ち
ま
し
た
。 
◆
吉
田
市
長
の
選
挙

戦
術
は
、オ
バ
マ
大
統
領
の「
チ
ェ
ン

ジ
」と「
若
さ
」に
あ
や
か
り
、民
主
党

の「
政
権
交
代
」を
う
ま
く
重
ね
合
わ

せ
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
勝
因
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
◆
副

市
長
人
事
に
お
い
て
は
、
脱
官
僚
を

掲
げ
て
い
な
が
ら
、
2
人
の
市
官
僚

O
B
の
名
前
が
い
き
な
り
新
聞
に
報

道
さ
れ
、市
役
所
内
・
議
会
内
に
激
震

が
走
り
ま
し
た
。脱
官
僚
と
は
、何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 
◆
昨
年
9
月

の
第
3
回
定
例
会
・
12 
月
の
第
4
回

定
例
会
と
市
長
の
答
弁
は
「
日
に
日

に
官
僚
的
に
な
っ
て
き
た
」
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
す
。 
◆
市
長
選
の
時
か

ら「
横
須
賀
を
変
え
る
」と
言
っ
て
き

た
吉
田
市
政
は
未
だ
何
も
変
わ
ら
ず

、
か
え
っ
て
市
議
会
が
先
に
活
性
化

し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 
◆
公

明
党
市
議
団
は
是
々
非
々
の
立
場
で

吉
田
市
長
の
政
治
姿
勢
を
厳
し
く
監

視
し
て
い
き
ま
す
。
景
気
の
悪
化
と

共
に
税
収
減
の
苦
し
い
状
況
は
全
国

み
な
同
じ
！
市
長
自
身
に
、
ど
こ
ま

で
市
民
を
思
い
や
る
心
が
あ
る
の
か

問
わ
れ
る
今
後
の
市
政
運
営
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

〈
市
議
団
政
審
会
長
・
室
島
真
貴
子
〉
 

開　院 
時間帯 
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　本市議会はこれまで「開かれた議会」を目指し、委員会

のインターネット中継など全国に先駆けて改革に取り組

んできました。今回策定中の議会基本条例は、二元代表制

（市長と議会は共に市民から選ばれた対等の立場）のもと

で議会の役割を明らかにするとともに、議会の基本理念

及び議員の責務と活動原則等、議会に関する基本事項を

定めることにより、市民の負託に的確に応え、市民福祉の

向上、市政の発展に寄与することを目的としています。 

　いわば議会、議員のありようを明確にするもので、議会

の憲法ともいうべき条例となります。検討会は11章35条

からなる「条文のたたき台」をもとに16回目の検討に入っ

ており、年内に討議を終了し委員会としての条例案を完

成させる予定です。 

　その後、１月には「条例案」に対して専門家からの意見を

受けた後に、市政情報コーナーやパブリックコメント手続

き等で市民へ情報公開を行い、市民意見を参考にし、22年

度６月の第2回定例会に議決する方向で進めています。 

　ぜひ、市民の皆さんのご意見をお聞かせ下さい。 

　公明党横須賀市議団は去る10月5日、平成22年度の予算要望書を吉田市長に提出しました。

厳しい財政状況を踏まえ、限られた財源を選択と集中によって効率的に予算配分することを

求めるとともに、現下の厳しい経済状況のもと、市民生活に配慮した施策の推進を訴えました。

具体的には、①行財政改革の更なる推進 ②福祉・医療・介護サービスの充実 ③子育て・教育環

境の充実 ④環境対策について ⑤安全・安心のまちづくり ⑥地域コミュニティの活性化 ⑦地

域経済の活性化を重点項目に掲げ、その実現を求めました。詳細は、公明党横須賀市議団のホー

ムページをご覧下さい。  　【http ://www.yokosuka-komei.jp】 

第4回定例会本会議　一般質問から 第4回定例会本会議　一般質問から 第4回定例会本会議　一般質問から 
　平成21年度補正予算案を審議する第4回定例会本会議で、公明党の土田ひろのぶ市議会議員が一般質問に立ち、「自

然環境保護と産業の活性化について」と「市長のマニフェストの『安心できる医療の確保』に関して」と「新型インフ

ルエンザ対策とヒブワクチンについて」市長の姿勢を問いただしました。その主な質疑を紹介します。 

▼
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
 

Q
‥
「
電
気
自
動
車
日
本
一
の
ま

ち
に
」
の
考
え
方
に
対
し
て
 

A
‥
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、電

気
自
動
車
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
 

Q
‥
観
光
地
、公
共
施
設
、ホ
テ
ル
、

大
型
駐
車
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
へ
の
充
電
設
備
の
設
置
促
進
、

個
人
宅
の
設
置
時
の
助
成
に
つ
い

て
 

A
‥
充
電
設
備
等
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
取
り
組
み
、普
及
に
弾
み

を
つ
け
た
い
。
積
極
的
に
支
援
す

べ
く
準
備
を
す
る
。
 

Q
‥
「
公
用
車
を
1
0
0
％
電
気

自
動
車
に
す
る
」
こ
と
を
最
終
目

標
に
掲
げ
、
タ
ク
シ
ー
等
の
商
用

車
へ
の
導
入
に
つ
い
て
 

A
‥
排
出
ガ
ス
が
ゼ
ロ
で
、
騒
音

を
大
幅
に
低
減
で
き
る
利
点
が
あ

る
。
公
用
車
に
積
極
的
に
導
入
し

て
い
き
た
い
。
法
人
の
中
で
特
に

タ
ク
シ
ー
は
主
に
市
街
地
を
走
り

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が

高
い
の
で
、タ
ク
シ
ー
業
界
と
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
「
環
境
と
産
業
が
共
存
で
き

る
」
本
市
と
し
て
の
特
徴
と
し
て

「
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
」
に

つ
い
て
 

A
‥
環
境
と
産
業
が
共
存
す
る
効

果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い

る
。
本
市
か
ら
電
気
自
動
車
が
誕

生
す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
 

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
 

Q
‥
本
市
に
お
け
る
一
連
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
感
染
者
数
の

累
計
と
学
校
等
の
措
置
状
況
に
つ

い
て
 

A
‥
3
万
7
3
0
0
人
罹
患
さ
れ

て
お
り
、学
級
閉
鎖
は
3
9
9
校
。

休
校
4
校
。
保
育
園
20
園
登
園
自

粛
の
状
況
。
 

Q
‥
東
部
が
高
い
数
値
を
示
し
て

い
た
が
、そ
の
後
の
推
移
の
状
況
と
、

併
せ
て
重
症
例
の
有
無
に
つ
い
て
 

A
‥
感
染
者
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
慎
重
に
対
処
し
た
い
。
重
症

化
さ
れ
て
い
る
方
は
、
26
例
あ
り

現
在
は
全
て
回
復
し
て
い
る
。
 

Q
‥
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
予
定
だ
っ

た
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
 

A
‥ 
65
才
以
上
に
輸
入
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
予
定
だ
っ
た
の
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

Q
‥
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公

費
助
成
に
つ
い
て
 

A
‥ 
12 
月
か
ら
発
売
と
な
っ
た
が
、

現
在
供
給
量
が
少
な
い
た
め
任
意

接
種
に
な
っ
て
い
る
。
国
の
動
向

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
や
普
及

促
進
に
つ
い
て
 

A
‥
乳
幼
児
健
康
診
査
時
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
国
や
県
に
対
し
て
定
期
接
種

化
と
予
防
接
種
の
助
成
制
度
の
拡

充
を
積
極
的
に
求
め
る
べ
き
 

A
‥
助
成
制
度
を
国
に
創
設
す
る

よ
う
国
、県
に
要
望
す
る
。
 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

　
そ
の
他
、市
民
病
院
の
指
定
管
理
者

移
行
に
つ
い
て
、救
急
セ
ン
タ
ー
改
築
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
 

（
詳
細
は
1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

平成21年度補正予算審議から 平成21年度補正予算審議から 平成21年度補正予算審議から 

土田ひろのぶ議員 

　
国
で
は
前
政
権
が
経
済
の

疲
弊
に
即
効
性
の
あ
る
平
成

21 
年
度
第
１
次
補
正
を
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、民
主
政
権
は

自
ら
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、補
正
予
算

の
凍
結
・
執
行
停
止
を
決
め
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
、景
気
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
明
党
市
議
団
は
、

景
気
の
下
支
え
と
な
る
即
効

性
の
あ
る
補
正
の
実
行
を
主

張
し
、平
成
21 
年
第
4
回
定
例

会
で
横
須
賀
市
議
会
と
し
て「
実

効
性
あ
る
緊
急
経
済
対
策
を

求
め
る
意
見
書
」
を
国
へ
提
出

し
ま
し
た
。
 

実
効
性
あ
る
緊
急
経
済
対
策
 

を
求
め
る
意
見
書
を
 

提
出
 ！ 

横須賀市長のマニフェスト 

　当初は18年度に設置される予定

でしたが、駅の構造上と周辺のバラン

スから21年度に延期されていました。 

　現在2基のエレベーターが建設中

で22年3月に完成の予定です。23

年度以降は駅舎の改装も計画されて

います。 

議会基本条例の素案 の 

大綱がまとまりました。 
＊県内初、市内10ヵ所にスト―マ用装具を保管＊ 

　オストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保

有者）が日常生活を送るためには、腹部に

つくられた排泄口（スト―マ）用の装具を

片時も手放すことができません。 

　市内には約600人位オストメイトの方

が居住されていますが、装具は消耗品で、

その形状には個人差があるため、これまで地震など大規模災害

時に自宅に保管された装具が持ち出せなかった場合の対応が

課題となっていました。 

　公明党市議団は各種団体との意見交換会の中で、日本オス

トミー協会神奈川支部からの要請を受け、行政センター等に要

望しました。 

　その結果、平成21年10月より、各行政センターと市総合福

祉会館内の点字図書館の計10ヵ所に保管が可能となり実現し

たもの。希望者は自分が使用する装具をバックに入れ、防災倉

庫内の専用のケースに預ける仕組みとなっています。 

　「オストメイトにとって食べ物よりも大事なもの、災害時、オ

ストメイトも装具さえあれば、支援者になれます。」と喜びの声

が寄せられています。尚、お問い合わせは各行政センターまで。 

　乳がんは40代の女性に最も多く、またウイルス感染

が主な原因とされる子宮頸がんは近年、20代～30代

で急増中です。 

　いずれも早期発見・早期治療が有効ながんとされています

が、検診への抵抗感などから受診率が低迷しており、本市においても昨年の受診率

は乳がん検診が6％、子宮頸がんが8.4％の状況です。国においては、21年度緊

急経済対策として、公明党が推進し「女性特有のがん検診推進事業」が実施される

ことになりました。一定年齢に達した女性が対象ですが、平成21年10月中旬、該

当者には無料クーポン券が市健康づくり課から発送されています。 

　有効期限は平成22年3月31日まで。なお市民健診においても1,600円で受診

ができるので是非積極的に受診しましょう。 

〈オストメイト〉 
     災害時の備え万全に ！ 
〈オストメイト〉 
     災害時の備え万全に ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

浦賀駅にエレベーターが設置されます !浦賀駅にエレベーターが設置されます !

市長へ予算要望書を提出 ！ 市長へ予算要望書を提出 ！ 市長へ予算要望書を提出 ！ 

「市職員による広報紙の駅頭配布」に6割の市民が否定的 ！ 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 
　21世紀において、横須賀はどんな都市を目指し、どんな戦略で都市づくり

をするのか、それを示すのが総合計画です。自治体の事業は、総合計画（基本

構想、基本計画、実施計画）にもとづいて、市民との約束の下に進められます。 

　本市は平成9年3月、地方自治法第2条第5項にもとづき、市議会の議決を

経て「国際海の手文化都市」を本市が目指す都市像とし、2025年（平成37年）

を目標として横須賀市基本構想を策定しました。 

　また基本計画は基本構想を実現するための基本的な政策目標及び施策を

体系的に示す計画です。この基本計画は「基本構想」が目的とする概ね３０年

間のうち、最初の13年間を担う計画として2010年（平成２２年）までを第１次

としていることから、次の2011年（平成23年）から2025年（平成37年）ま

での第2次基本計画を策定する作業に取り組んでいるところです。 

　第１次基本計画の時代環境は経済の成長期でもあり、海辺ニュータウン、横

須賀リサーチパーク、横須賀芸術劇場、湘南国際村等の大型戦略プロジェクト

を背景に都市整備が大きく進んだ時代でした。 

　しかし、その間、バブルの崩壊や少子高齢化、市民の安心安全に対する信頼

のゆらぎ、地方分権時代への対応、人口減少など、将来に

向けた基本的課題が大きく変化しています。 

　こうした基本的課題をふまえ、市民や各種団体、専門家

等を含めた「総合計画審議会」委員の意見をもとに、議会

として「基本計画の策定に関する特別委員会」を立ち上げ

ました。 

 

　
昨
年
の
12 
月
3
日
の
第
4
回
定

例
会
に
お
い
て
平
成
21 
年
度
一
般

会
計
予
算
に
17 
億
5
3
0
4
万

7
0
0
0
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
1
3
8
1
億
6
7
3
8
万

8
0
0
0
円
と
す
る
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
の
主
な

内
容
は
、 

■
第
1
に
健
康
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
連
す
る
補
正
で
す
。
 

　
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世
帯

の
対
象
者
に
対
し
て
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

費
用
を
助
成
す
る
た
め
の
経
費
、

児
童
扶
養
手
当
、更
生
医
療
扶
助

お
よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
所
要
の
経
費
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
被
害
に
よ
り

定
額
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
応
援

手
当
が
受
給
で
き
な
い
市
民
に
対

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
と
同
額

を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。
 

　
し
か
し
、第
2
回
定
例
会
で
議

決
し
た
子
育
て
応
援
特
別
給
付
事

業
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

国
の
予
算
凍
結
に
伴
い
、減
額
と

な
り
ま
す
。
 

■
第
2
は
、
福
祉
施
設
等
の

整
備
に
関
す
る
補
正
で
す
。
 

　
鴨
居
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
外

壁
補
修
、久
里
浜
ア
ル
コ
ー
ル
症

セ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
の
環
境
整
備

お
よ
び
児
童
養
護
施
設
の
改
修
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
施
設
の
整
備

等
を
助
成
す
る
経
費
で
す
。
 

■
第
3
は
、交
流
人
口
・
定
住

人
口
増
加
対
策
に
関
連
す
る

補
正
で
す
。
 

　
集
客
促
進
事
業
の
強
化
を
図
る

た
め
、ま
た
、フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー

ム
応
援
制
度
の
申
請
件
数
が
、見

込
み
を
上
回
る
応
募
状
況
で
あ
る

た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、債
務
負
担
行
為
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
 

■
そ
の
他
の
補
正
は
、 

①
市
民
便
利
帳
を
民
間
企
業
と
協

働
発
行
す
る
こ
と
で
不
要
に
な
っ

た
経
費
の
減
額
 
 

②
入
札
時
の
最
低
制
限
価
格
の
引

上
げ
措
置
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
 

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業
が
、

文
部
科
学
省
の
国
庫
補
助
事
業

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、当
初
予

定
し
て
い
た
再
編
交
付
金
の
基

金
へ
の
積
み
立
て
 

な
ど
で
す
。
な
お
、副
市
長
の
公
用

車
2
台
の
リ
ー
ス
契
約
の
解
約
に

よ
り
発
生
す
る
賠
償
金
と
不
要
と

な
る
リ
ー
ス
料
の
減
額
は
総
務
常

任
委
員
会
で
否
決
さ
れ
、修
正
さ

れ
ま
し
た
。
 

  

　吉田雄人市長は市長選の際、市職員が駅頭で広報紙を

配布することをマニフェストに掲げていましたが、この度、

市民を対象にアンケートを市が実施したところ、6割の市

民が否定的であることがわかったもの。 

　アンケートは無作為抽出した市民2000人を対象に郵

送で実施されたものの他、公共施設の窓口やウェブ上でも

意見を募ったそうですが、回収数は3297件。設問は計

19問。市民が市の情報を入手する方法としては、「広報よ

こすか」がトップ。「市からの情報発信は現在の方法で足り

ているか」との問いに「十分」「まあまあ」を合わせ、7割が

「足りている」と回答。「お知らせ版」それぞれの情報量に

ついては8割の人が「ちょうど良い」と感じる一方、広報紙

の発行回数は「月に1回」が適当と答えた人が7割に上りま

した。また、広報紙の配布方法については、「町内会・自治

会による配布」が最適との回答が最も多く43％。「新聞折

り込み、新聞未購読世帯への郵送の併用」は24％。「ポスティ

ング」は13％。市長がマニフェストで「すぐやる」と宣言し

ていた駅頭での広報紙の配布は市民の理解が得られそう

にない状況ですが、その点を総務常任委員会で土田ひろの

ぶ議員が質問したところ「再考したい」と答弁しました。 市長に予算要望書を提出する市議団 



公明党市議会ニュース　新春号 

島田 あきら 
（865）6468

板橋 まもる 
（824）9250

西田 かずえ 
（834）6422

むろしま 真貴子 
（826）0816

岩沢 あきお 
（841）7617

土田 ひろのぶ 
（852）3557

鈴木 まち子 
（858）0545

暮らしの相談、地域の問題など、なんでもお気軽にご相談下さい。 
［市議会公明党控室］Tel.046-822-8453

公明党市議会ニュース　新春号 P…2P…3

　本市議会はこれまで「開かれた議会」を目指し、委員会

のインターネット中継など全国に先駆けて改革に取り組

んできました。今回策定中の議会基本条例は、二元代表制

（市長と議会は共に市民から選ばれた対等の立場）のもと

で議会の役割を明らかにするとともに、議会の基本理念

及び議員の責務と活動原則等、議会に関する基本事項を

定めることにより、市民の負託に的確に応え、市民福祉の

向上、市政の発展に寄与することを目的としています。 

　いわば議会、議員のありようを明確にするもので、議会

の憲法ともいうべき条例となります。検討会は11章35条

からなる「条文のたたき台」をもとに16回目の検討に入っ

ており、年内に討議を終了し委員会としての条例案を完

成させる予定です。 

　その後、１月には「条例案」に対して専門家からの意見を

受けた後に、市政情報コーナーやパブリックコメント手続

き等で市民へ情報公開を行い、市民意見を参考にし、22年

度６月の第2回定例会に議決する方向で進めています。 

　ぜひ、市民の皆さんのご意見をお聞かせ下さい。 

　公明党横須賀市議団は去る10月5日、平成22年度の予算要望書を吉田市長に提出しました。

厳しい財政状況を踏まえ、限られた財源を選択と集中によって効率的に予算配分することを

求めるとともに、現下の厳しい経済状況のもと、市民生活に配慮した施策の推進を訴えました。

具体的には、①行財政改革の更なる推進 ②福祉・医療・介護サービスの充実 ③子育て・教育環

境の充実 ④環境対策について ⑤安全・安心のまちづくり ⑥地域コミュニティの活性化 ⑦地

域経済の活性化を重点項目に掲げ、その実現を求めました。詳細は、公明党横須賀市議団のホー

ムページをご覧下さい。  　【http ://www.yokosuka-komei.jp】 

第4回定例会本会議　一般質問から 第4回定例会本会議　一般質問から 第4回定例会本会議　一般質問から 
　平成21年度補正予算案を審議する第4回定例会本会議で、公明党の土田ひろのぶ市議会議員が一般質問に立ち、「自

然環境保護と産業の活性化について」と「市長のマニフェストの『安心できる医療の確保』に関して」と「新型インフ

ルエンザ対策とヒブワクチンについて」市長の姿勢を問いただしました。その主な質疑を紹介します。 

▼
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
 

Q
‥
「
電
気
自
動
車
日
本
一
の
ま

ち
に
」
の
考
え
方
に
対
し
て
 

A
‥
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、電

気
自
動
車
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
 

Q
‥
観
光
地
、公
共
施
設
、ホ
テ
ル
、

大
型
駐
車
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
へ
の
充
電
設
備
の
設
置
促
進
、

個
人
宅
の
設
置
時
の
助
成
に
つ
い

て
 

A
‥
充
電
設
備
等
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
取
り
組
み
、普
及
に
弾
み

を
つ
け
た
い
。
積
極
的
に
支
援
す

べ
く
準
備
を
す
る
。
 

Q
‥
「
公
用
車
を
1
0
0
％
電
気

自
動
車
に
す
る
」
こ
と
を
最
終
目

標
に
掲
げ
、
タ
ク
シ
ー
等
の
商
用

車
へ
の
導
入
に
つ
い
て
 

A
‥
排
出
ガ
ス
が
ゼ
ロ
で
、
騒
音

を
大
幅
に
低
減
で
き
る
利
点
が
あ

る
。
公
用
車
に
積
極
的
に
導
入
し

て
い
き
た
い
。
法
人
の
中
で
特
に

タ
ク
シ
ー
は
主
に
市
街
地
を
走
り

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が

高
い
の
で
、タ
ク
シ
ー
業
界
と
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
「
環
境
と
産
業
が
共
存
で
き

る
」
本
市
と
し
て
の
特
徴
と
し
て

「
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
」
に

つ
い
て
 

A
‥
環
境
と
産
業
が
共
存
す
る
効

果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い

る
。
本
市
か
ら
電
気
自
動
車
が
誕

生
す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
 

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
 

Q
‥
本
市
に
お
け
る
一
連
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
感
染
者
数
の

累
計
と
学
校
等
の
措
置
状
況
に
つ

い
て
 

A
‥
3
万
7
3
0
0
人
罹
患
さ
れ

て
お
り
、学
級
閉
鎖
は
3
9
9
校
。

休
校
4
校
。
保
育
園
20
園
登
園
自

粛
の
状
況
。
 

Q
‥
東
部
が
高
い
数
値
を
示
し
て

い
た
が
、そ
の
後
の
推
移
の
状
況
と
、

併
せ
て
重
症
例
の
有
無
に
つ
い
て
 

A
‥
感
染
者
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
慎
重
に
対
処
し
た
い
。
重
症

化
さ
れ
て
い
る
方
は
、
26
例
あ
り

現
在
は
全
て
回
復
し
て
い
る
。
 

Q
‥
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
予
定
だ
っ

た
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
 

A
‥ 
65
才
以
上
に
輸
入
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
予
定
だ
っ
た
の
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

Q
‥
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公

費
助
成
に
つ
い
て
 

A
‥ 
12 
月
か
ら
発
売
と
な
っ
た
が
、

現
在
供
給
量
が
少
な
い
た
め
任
意

接
種
に
な
っ
て
い
る
。
国
の
動
向

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
や
普
及

促
進
に
つ
い
て
 

A
‥
乳
幼
児
健
康
診
査
時
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。
 

Q
‥
国
や
県
に
対
し
て
定
期
接
種

化
と
予
防
接
種
の
助
成
制
度
の
拡

充
を
積
極
的
に
求
め
る
べ
き
 

A
‥
助
成
制
度
を
国
に
創
設
す
る

よ
う
国
、県
に
要
望
す
る
。
 

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

　
そ
の
他
、市
民
病
院
の
指
定
管
理
者

移
行
に
つ
い
て
、救
急
セ
ン
タ
ー
改
築
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
 

（
詳
細
は
1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

平成21年度補正予算審議から 平成21年度補正予算審議から 平成21年度補正予算審議から 

土田ひろのぶ議員 

　
国
で
は
前
政
権
が
経
済
の

疲
弊
に
即
効
性
の
あ
る
平
成

21 
年
度
第
１
次
補
正
を
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、民
主
政
権
は

自
ら
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、補
正
予
算

の
凍
結
・
執
行
停
止
を
決
め
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
、景
気
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
明
党
市
議
団
は
、

景
気
の
下
支
え
と
な
る
即
効

性
の
あ
る
補
正
の
実
行
を
主

張
し
、平
成
21 
年
第
4
回
定
例

会
で
横
須
賀
市
議
会
と
し
て「
実

効
性
あ
る
緊
急
経
済
対
策
を

求
め
る
意
見
書
」
を
国
へ
提
出

し
ま
し
た
。
 

実
効
性
あ
る
緊
急
経
済
対
策
 

を
求
め
る
意
見
書
を
 

提
出
 ！ 

横須賀市長のマニフェスト 

　当初は18年度に設置される予定

でしたが、駅の構造上と周辺のバラン

スから21年度に延期されていました。 

　現在2基のエレベーターが建設中

で22年3月に完成の予定です。23

年度以降は駅舎の改装も計画されて

います。 

議会基本条例の素案 の 

大綱がまとまりました。 
＊県内初、市内10ヵ所にスト―マ用装具を保管＊ 

　オストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保

有者）が日常生活を送るためには、腹部に

つくられた排泄口（スト―マ）用の装具を

片時も手放すことができません。 

　市内には約600人位オストメイトの方

が居住されていますが、装具は消耗品で、

その形状には個人差があるため、これまで地震など大規模災害

時に自宅に保管された装具が持ち出せなかった場合の対応が

課題となっていました。 

　公明党市議団は各種団体との意見交換会の中で、日本オス

トミー協会神奈川支部からの要請を受け、行政センター等に要

望しました。 

　その結果、平成21年10月より、各行政センターと市総合福

祉会館内の点字図書館の計10ヵ所に保管が可能となり実現し

たもの。希望者は自分が使用する装具をバックに入れ、防災倉

庫内の専用のケースに預ける仕組みとなっています。 

　「オストメイトにとって食べ物よりも大事なもの、災害時、オ

ストメイトも装具さえあれば、支援者になれます。」と喜びの声

が寄せられています。尚、お問い合わせは各行政センターまで。 

　乳がんは40代の女性に最も多く、またウイルス感染

が主な原因とされる子宮頸がんは近年、20代～30代

で急増中です。 

　いずれも早期発見・早期治療が有効ながんとされています

が、検診への抵抗感などから受診率が低迷しており、本市においても昨年の受診率

は乳がん検診が6％、子宮頸がんが8.4％の状況です。国においては、21年度緊

急経済対策として、公明党が推進し「女性特有のがん検診推進事業」が実施される

ことになりました。一定年齢に達した女性が対象ですが、平成21年10月中旬、該

当者には無料クーポン券が市健康づくり課から発送されています。 

　有効期限は平成22年3月31日まで。なお市民健診においても1,600円で受診

ができるので是非積極的に受診しましょう。 

〈オストメイト〉 
     災害時の備え万全に ！ 
〈オストメイト〉 
     災害時の備え万全に ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

乳がん、子宮頚がん検診 
に無料クーポン券発送 ！ 

浦賀駅にエレベーターが設置されます !浦賀駅にエレベーターが設置されます !

市長へ予算要望書を提出 ！ 市長へ予算要望書を提出 ！ 市長へ予算要望書を提出 ！ 

「市職員による広報紙の駅頭配布」に6割の市民が否定的 ！ 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 

横須賀市基本計画の策定に 

　　　　　　関する特別委員会より 
　21世紀において、横須賀はどんな都市を目指し、どんな戦略で都市づくり

をするのか、それを示すのが総合計画です。自治体の事業は、総合計画（基本

構想、基本計画、実施計画）にもとづいて、市民との約束の下に進められます。 

　本市は平成9年3月、地方自治法第2条第5項にもとづき、市議会の議決を

経て「国際海の手文化都市」を本市が目指す都市像とし、2025年（平成37年）

を目標として横須賀市基本構想を策定しました。 

　また基本計画は基本構想を実現するための基本的な政策目標及び施策を

体系的に示す計画です。この基本計画は「基本構想」が目的とする概ね３０年

間のうち、最初の13年間を担う計画として2010年（平成２２年）までを第１次

としていることから、次の2011年（平成23年）から2025年（平成37年）ま

での第2次基本計画を策定する作業に取り組んでいるところです。 

　第１次基本計画の時代環境は経済の成長期でもあり、海辺ニュータウン、横

須賀リサーチパーク、横須賀芸術劇場、湘南国際村等の大型戦略プロジェクト

を背景に都市整備が大きく進んだ時代でした。 

　しかし、その間、バブルの崩壊や少子高齢化、市民の安心安全に対する信頼

のゆらぎ、地方分権時代への対応、人口減少など、将来に

向けた基本的課題が大きく変化しています。 

　こうした基本的課題をふまえ、市民や各種団体、専門家

等を含めた「総合計画審議会」委員の意見をもとに、議会

として「基本計画の策定に関する特別委員会」を立ち上げ

ました。 

 

　
昨
年
の
12 
月
3
日
の
第
4
回
定

例
会
に
お
い
て
平
成
21 
年
度
一
般

会
計
予
算
に
17 
億
5
3
0
4
万

7
0
0
0
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
1
3
8
1
億
6
7
3
8
万

8
0
0
0
円
と
す
る
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
の
主
な

内
容
は
、 

■
第
1
に
健
康
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
連
す
る
補
正
で
す
。
 

　
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世
帯

の
対
象
者
に
対
し
て
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

費
用
を
助
成
す
る
た
め
の
経
費
、

児
童
扶
養
手
当
、更
生
医
療
扶
助

お
よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
所
要
の
経
費
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
被
害
に
よ
り

定
額
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
応
援

手
当
が
受
給
で
き
な
い
市
民
に
対

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
と
同
額

を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。
 

　
し
か
し
、第
2
回
定
例
会
で
議

決
し
た
子
育
て
応
援
特
別
給
付
事

業
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

国
の
予
算
凍
結
に
伴
い
、減
額
と

な
り
ま
す
。
 

■
第
2
は
、
福
祉
施
設
等
の

整
備
に
関
す
る
補
正
で
す
。
 

　
鴨
居
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
外

壁
補
修
、久
里
浜
ア
ル
コ
ー
ル
症

セ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
の
環
境
整
備

お
よ
び
児
童
養
護
施
設
の
改
修
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
施
設
の
整
備

等
を
助
成
す
る
経
費
で
す
。
 

■
第
3
は
、交
流
人
口
・
定
住

人
口
増
加
対
策
に
関
連
す
る

補
正
で
す
。
 

　
集
客
促
進
事
業
の
強
化
を
図
る

た
め
、ま
た
、フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー

ム
応
援
制
度
の
申
請
件
数
が
、見

込
み
を
上
回
る
応
募
状
況
で
あ
る

た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、債
務
負
担
行
為
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
 

■
そ
の
他
の
補
正
は
、 

①
市
民
便
利
帳
を
民
間
企
業
と
協

働
発
行
す
る
こ
と
で
不
要
に
な
っ

た
経
費
の
減
額
 
 

②
入
札
時
の
最
低
制
限
価
格
の
引

上
げ
措
置
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
 

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
事
業
が
、

文
部
科
学
省
の
国
庫
補
助
事
業

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、当
初
予

定
し
て
い
た
再
編
交
付
金
の
基

金
へ
の
積
み
立
て
 

な
ど
で
す
。
な
お
、副
市
長
の
公
用

車
2
台
の
リ
ー
ス
契
約
の
解
約
に

よ
り
発
生
す
る
賠
償
金
と
不
要
と

な
る
リ
ー
ス
料
の
減
額
は
総
務
常

任
委
員
会
で
否
決
さ
れ
、修
正
さ

れ
ま
し
た
。
 

  

　吉田雄人市長は市長選の際、市職員が駅頭で広報紙を

配布することをマニフェストに掲げていましたが、この度、

市民を対象にアンケートを市が実施したところ、6割の市

民が否定的であることがわかったもの。 

　アンケートは無作為抽出した市民2000人を対象に郵

送で実施されたものの他、公共施設の窓口やウェブ上でも

意見を募ったそうですが、回収数は3297件。設問は計

19問。市民が市の情報を入手する方法としては、「広報よ

こすか」がトップ。「市からの情報発信は現在の方法で足り

ているか」との問いに「十分」「まあまあ」を合わせ、7割が

「足りている」と回答。「お知らせ版」それぞれの情報量に

ついては8割の人が「ちょうど良い」と感じる一方、広報紙

の発行回数は「月に1回」が適当と答えた人が7割に上りま

した。また、広報紙の配布方法については、「町内会・自治

会による配布」が最適との回答が最も多く43％。「新聞折

り込み、新聞未購読世帯への郵送の併用」は24％。「ポスティ

ング」は13％。市長がマニフェストで「すぐやる」と宣言し

ていた駅頭での広報紙の配布は市民の理解が得られそう

にない状況ですが、その点を総務常任委員会で土田ひろの

ぶ議員が質問したところ「再考したい」と答弁しました。 市長に予算要望書を提出する市議団 
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総
務
常
任
委
員
会
よ
り 

教
育
経
済
常
任
委
員
会
よ
り 

民
生
常
任
委
員
会
よ
り 

建
設
常
任
委
員
会
よ
り 

三
浦
半
島
中
央
道
路
の
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
 

　
湘
南
国
際
村
入
口
交
差
点
か
ら
県
道
横
須
賀
三
崎
線
・
山
科
台
入
口
交
差
点
ま
で
の
区
間
（
延

長
約
6
千
1
3
0
㍍
）
を
県
の
都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、都
市
計
画
決
定
の
手
続

き
に
い
よ
い
よ
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
三
浦
半
島
の
中
央
部
を
横
浜
・
横
須

賀
道
路
と
ほ
ぼ
平
行
に
走
る
一
般
道
で
、幅
員
10 
・
5
㍍
片
側
1
車
線
で
整
備
す
る
予
定
。
今
後
は
、

市
お
よ
び
県
の
都
市
計
画
審
議
会
へ
諮
問
し
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、平
成
22
年
度
に
は
正
式
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
見
込
み
。
そ
の
後
、測
量
、実
施
設
計
等
を
行
い
、工
事
に
着
手
し
、整
備

期
間
は
約
10 
年
間
の
予
定
で
す
。
 

新
港
町
地
区
の
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
 

　
新
港
町
地
区
全
体
（
約
3
・
4
㌶
）を
官
公
庁
の
施
設
等
が
立
地
す
る
官
公
庁
ゾ
ー
ン
A
地
区

（
約
2
・
6
㌶
）
と
商
業
・
業
務
・
観
光
施
設
等
が
立
地
す
る
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
B
地
区
（
約
0
・
8

㌶
）
に
大
別
し
、地
区
ご
と
に
用
途
、最
低
敷
地
面
積
の
制
限
や
高
さ
制

限
な
ど
を
定
め
た
地
区
計
画
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点

で
は
、官
公
庁
ゾ
ー
ン
に
は
、裁
判
所
・
税
務
署
・
労
働
基
準
監
督
署
・
警

察
署
な
ど
の
国
・
県
の
機
関
を
は
じ
め
、市
の
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移

転
用
地
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

授
業
料
値
上
げ
議
案
否
決
さ
れ
る
！
 

　
第
4
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
横
須
賀
市
立
看
護
専
門
学
校
の
授
業
料
な
ど
を
値
上
げ
す
る
条

例
改
正
案
が
民
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。一
般
議
案
が
否
決
さ
れ
る
の
は

1
9
6
4
年
以
来
の
こ
と
。
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正
案
は
2
0
1
0
年
4
月
か
ら
授
業
料
を
2
万
1
6
0
0
円
（

14 
・
4
％
）
引
き
上
げ
て
17 
万
1
6
0
0
円
、入
学
検
定
料
を
1
6
0
0
円
引
き
上
げ
て
9
6
0
0

円
と
す
る
も
の
。
引
き
上
げ
の
理
由
は
3
年
ご
と
の
見
直
し
の
時
期
で
あ
り
、県
立
看
護
専
門
学
校

の
授
業
料
と
の
均
衡
を
図
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、委
員
の
間
か
ら
は
、「
看
護
師
不
足
の
中
で
な

ぜ
授
業
料
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」「
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と
の
整
合
性
が
取
れ
な
い
」「
県
と
横
並
び
に
す
る
必
要
が
な
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
相
次
ぎ
採

決
の
結
果
、新
政
会
、公
明
党
、自
民
党
、共
産
党
、無
会
派
が
反
対
に
ま
わ
り
、反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
 

　
市
内
各
医
療
機
関
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
は
、神
奈
川
県
が
調
整
し
、薬
卸
販
売

業
者
に
納
入
量
を
指
示
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
医
療
従
事

者
を
除
く
優
先
接
種
対
象
者
は
2
4
万
8
8
2
8
人
。（
21 
年
10 
月
現

在
）
接
種
回
数
は
13 
歳
未
満
は
2
回
、中
学
生
・
高
校
生
は
当
面
2
回
接

種
、そ
の
他
の
人
は
１
回
接
種
と
な
り
ま
す
。
費
用
は
１
回
接
種
の
場
合

3
6
0
0
円
、2
回
接
種
の
場
合
6
1
5
0
円
と
な
り
ま
す
。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
策
事
業
に
つ
い
て
 

　
平
成
23
年
7
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
に
伴
い
、各
学
校
ま
で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
線
の
引
き

込
み
と
各
教
室
ま
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
配
線
工
事
を
実
施
す
る
も
の
。
平
成
22
年

の
春
休
み
に
工
事
を
実
施
す
る
の
は
、小
学
校
19 
校
、中
学
校
11
校
、ろ
う
学
校
1
校
の
計
31 
校
で
、

残
り
の
学
校
は
22
年
度
中
に
実
施
予
定
。
今
回
テ
レ
ビ
本
体
の
買
い
替
え
は
な
い
の
か
、ま
た
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
 

各
種
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
決
定
に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度
か
ら
4
年
間
）
 

●
体
育
会
館
は（
財
）横
須
賀
市
都
市
施
設
公
社
・
明
治
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
共
同
体
に
決
定
 

　
《
公
募
説
明
会
22
団
体
参
加
、申
請
2
団
体（
当
団
体
と
民
間
1
社
》
 

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は（
財
）横
須
賀
市
生
涯
学
習
財
団
に
決
定
 

　
《
公
募
説
明
会
3
団
体
参
加
、申
請
1
団
体
の
み
》
 

●
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
は（
財
）横
須
賀
市
都
市
施
設
公
社
に
決
定
 

 
《
公
募
説
明
会
9
団
体
参
加
、申
請
4
団
体
》
 

●
勤
労
福
祉
会
館
は（
財
）横
須
賀
市
都
市
施
設
公
社
に
決
定
 

　
《
公
募
説
明
会
11
団
体
参
加
、申
請
4
団
体
》
 

　
地
元
雇
用
率
の
維
持
、民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
又
、審
査
に
関
し
て
は
透
明
性
・
公
平
性
・
情
報
の
開

示
が
大
事
で
あ
る
と
の
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
組
織
の
改
正
に
つ
い
て
 

　
第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
、平
成
２２
年
度
の
行
政
組
織
改
革
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
組
織
の
整
備
は
、 

①
企
画
調
整
部
を
筆
頭
部
と
し
、ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
よ
り
機
能
さ
せ
る
組
織
体
制
と
し

　
て
「
政
策
推
進
部
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
 

②
市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
移
行
に
伴
い
、病
院
管
理
部
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

③
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
法
定
機
関
化
に
伴
う
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、市
民
部
消
費
生
活
セ
ン

　
タ
ー
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
他
重
要
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。
 

 
《
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
否
決
さ
れ
る
！
》
 

副
市
長
車
廃
止
に
伴
う
解
約
金
4
3
7
万
の
支
払
い
に
つ
い
て
 

　
「
約
3
1
0
0
万
円
か
か
る
市
長
専
用
車
の
廃
止
」
は
吉
田
市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
、市
長

選
で
も
強
調
し
た
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
策
で
す
が
、第
4
回
定
例
会
に
運
転
者
付
き
副
市
長
専
用
車
の

廃
止
に
伴
う
解
約
金
を
支
出
す
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の
説
明
で
は
、賠
償
金

の
額
と
し
て
4
3
7
万
9
8
9
0
円
を
リ
ー
ス
契
約
の
相
手
方
に
支
払
う
が
、継
続
し
て
使
用
す
る

場
合
よ
り
も
中
途
解
約
の
効
果
額
が
約
94
万
3
0
0
0
円
削
減
で
き
る
と
の
報
告
で
し
た
。
 

　
委
員
会
で
は
、共
用
公
用
車
の
利
用
頻
度
の
資
料
の
提
出
等
を
求
め
、質

疑
が
交
わ
さ
れ
「
共
用
公
用
車
の
利
用
頻
度
は
高
い
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問

題
も
考
え
る
べ
き
」
な
ど
、解
約
せ
ず
に
共
用
公
用
車
と
し
て
使
用
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
、採
決
で
は
共
産
党
の
み
の
賛
成
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　国においては、ダイオキシン類の削減や施設整備費の縮減などの観点から、

市町村に対し、ごみ処理施設の集約化を

図り広域的に処理することを求め、また、

神奈川県廃棄物処理計画においても、市

町村にごみ処理の広域化を促しています。 

　横須賀市及び三浦市ではごみ処理広域化

基本計画を策定し、焼却施設や最終処分場

の確保、新たな資源化施設の整備など、2市によるごみ処理広域化の基本的な方向

を示すための協議が行われ、循環型社会の形成に向けた対応が推進されています。 

　こうしたことから、横須賀市議会でも廃棄物処理等特別委員会を設置し、「横

須賀市三浦市ごみ処理広域化基本計画」における「生ごみ資源化・焼却施設」の

計画立案に際して、施設検討及び生ごみ資源化（生ごみバイオガス化）の再考察

について、更には、下水汚泥処理過程における資源化（リン回収など）事業の実

施について審議が行われています。焼却施設の建設費やバイオガス化施設につ

いて、また燃せるごみの質分析結果について、広域処理施設の維持管理費につ

いて、ごみ焼却方式の比較について、さらに汚泥資源化の適用技術の概要等につ

いて、現在活発な論議が交わされています。 


